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四
月
二
九
日
か
ら
始
ま
る

「
高
知
家
・
ま
る
ご
と
東
部
博
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し

て
「
第
一
〇
回
土
佐
の
町
家
ひ

な
ま
つ
り
」
が
、
二
月
二
八
日

か
ら
三
月
三
日
ま
で
、
高
知
県

東
部
の
六
市
町
村
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
一
つ

で
あ
る
高
知
県
北
川
村
の
中
岡

慎
太
郎
生
家
と
中
岡
慎
太
郎
館

に
、
日
頃
よ
り
、
当
局
が
実
施

し
て
い
る
森
林
環
境
教
育
用
の

木
工
作
品
の
見
本
及
び
各
パ
ー

ツ
等
の
作
製
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
取
組
ま
れ
て
い
る
「
金

ち
ゃ
ん
」
こ
と
正
岡
金
四
郎
さ

ん
（
Ｏ
Ｂ
）
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

慎
太
郎
生
家
に
は
今
年
作
製

し
た
ひ
な
人
形
二
三
体
を
含
む

三
五
体
を
、
ま
た
慎
太
郎
館
に

は
、
「
慎
太
郎
と
四
季
」
一
二

点
・
「
木
端
で
作
る
土
佐
の
四

季
」
一
二
点
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

期
間
中
慎
太
郎
生
家
に
は
、

一
二
〇
余
名
の
来
客
が
あ
り
、

遠
く
茨
城
県
か
ら
訪
れ
た
観
光

客
は
、
「
木
で
作
っ
た
ひ
な
人

形
を
初
め
て
見
て
、
感
激
し
ま

し
た
」
と
長
い
時
間
鑑
賞
さ
れ

 

「
高
知
家
・
ま
る
ご
と
東
部
博
」
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

 

「
土
佐
の
町
家
ひ
な
ま
つ
り
」
で
木
工
作
品
を
Ｐ
Ｒ

〈
技
術
普
及
課
〉

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日

に
は
南
国
市
の
女
性
が
「
や
っ

と
間
に
合
っ
た
」
と
、
片
付
け

よ
う
と
し
て
い
た
時
に
来
て
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
片
付
け
に
来
て
い
た

正
岡
さ
ん
本
人
か
ら
、
『
小
枝

な
ど
で
作
る
「
ひ
な
人
形
」
』

冊
子
（
四
国
森
林
管
理
局
作

製
）
や
ひ
な
人
形
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
四
国
森
林

管
理
局
の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
北
川
村
の
村
民
方
々
は
、

勿
論
の
こ
と
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
「
木
で
作

製
し
た
ひ
な
人
形
」
を
鑑
賞
し

て
い
た
だ
き
よ
り
一
層
、
木
の

良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

中
岡
慎
太
郎
生
家
に
て
展
示

展
示
さ
れ
た
ひ
な
人
形
等
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中
岡
慎
太
郎
館
に
て
展
示
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三
月
八
日
、
歴
史
と
自
然
豊

か
な
環
境
を
も
つ
屋
島
を
守
る

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
当
所

の
職
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

香
川
県
高
松
市
の
北
東
部
に

あ
る
屋
島
は
、
日
本
最
初
の

国
立
公
園
の
一
つ
で
あ
る
瀬
戸

内
海
国
立
公
園
に
含
ま
れ
、
ま

た
、
半
島
内
に
は
源
平
の
古
戦

場
跡
や
古
代
の
山
城
の
遺
構
が

あ
り
、
メ
サ
地
形
（
溶
岩
台
地
）

の
典
型
で
も
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
国
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
景
観
は
高
松
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
一
般
家

庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
後

を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域

住
民
・
行
政
・
土
地
所
有
者
な

ど
関
係
機
関
連
携
の
も
と
、
更

に
は
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

や
地
元
企
業
な
ど
に
も
広
く
参

加
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
毎
年

「
屋
島
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
（
毎

年
三
月
の
第
一
日
曜
日
に
大
規

模
な
清
掃
活
動
）
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

第
一
四
回
目
と
な
っ
た
今
年

は
、
雨
天
で
順
延
と
な
り
、
三

月
八
日
の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
香
川
森
林
管
理
事
務
所
も

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、「
長
崎
ノ
鼻
周
辺
」
や
「
県

道
・
市
道
の
沿
線
」
（
大
部
分

が
屋
島
国
有
林
）
で
の
清
掃
活

動
に
職
員
が
参
加
し
、
茂
み
に

捨
て
ら
れ
た
生
活
ゴ
ミ
や
電
化

製
品
・
家
具
等
を
回
収
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
総
勢
約
一
，
四
〇
〇

人
が
参
加
し
、
屋
島
周
辺
七

箇
所
に
分
か
れ
て
清
掃
が
行
わ

れ
、
一
時
間
半
ほ
ど
の
作
業
で

約
六
ト
ン
の
ご
み
を
回
収
し
ま

し
た
。

　

高
松
市
内
の
国
有
林
は
、

市
街
地
に
近
く
不
法
投
棄
も

多
い
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

の
協
力
や
高
松
市
・
警
察
と

連
携
し
た
撤
去
活
動
・
パ
ト

ロ
ー
ル
等
に
よ
り
啓
発
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

一
部
の
心
無
い
人
達
に
よ
る

悪
質
な
不
法
投
棄
は
後
を
絶

た
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今

後
も
粘
り
強
く
日
常
の
巡
視

等
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域

や
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
不
法
投
棄
の
未
然

防
止
や
清
掃
活
動
等
、
国
民

の
財
産
で
あ
る
国
有
林
野
の

保
全
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

「
屋
島
を
き
れ
い
に
」

～
屋
島
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
～

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

ご
み
回
収
の
様
子

　

か
つ
て
、
幹
回
り
日
本
一

「
折
合
の
大
ヒ
ノ
キ
」
（
以
下
大

ヒ
ノ
キ
）
と
し
て
そ
の
名
を
知

ら
れ
て
い
た
高
知
県
四
万
十
町

の
大
ヒ
ノ
キ
（
樹
高
三
〇
ｍ
、

胸
高
周
囲
八
．
三
ｍ
、
根
元
周

囲
一
三
．
八
ｍ
、
推
定
樹
齢

八
五
〇
年
）
。

　

今
回
、
土
佐
植
物
研
究
会
の

現
地
調
査
（
下
見
）
に
同
行
し

土
佐
を
代
表
す
る
名
木
に
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
ヒ
ノ
キ
へ
は
、
四
万
十
町

中
心
部
よ
り
折
合
林
道
の
登

山
口
ま
で
約
一
時
間
車
で
移
動

し
、
そ
れ
か
ら
ヒ
ノ
キ
人
工
林

 

折
合
大
ヒ
ノ
キ

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉
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折
合
大
ヒ
ノ
キ

（
平
成
26
年
の
台
風
の
被
害
後
と
思
わ
れ
る
）

と
照
葉
樹
林
の
登
山
道
を
徒
歩

で
上
る
こ
と
約
一
時
間
で
到
着

し
ま
す
。

　

二
〇
年
ほ
ど
前
よ
り
、
落
雷

や
台
風
に
よ
り
傷
み
が
激
し

く
、
そ
の
行
く
末
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
ま
で
は

回
り
を
圧
倒
す
る
威
風
堂
々
と

し
た
老
武
士
の
よ
う
な
風
格
を

湛
え
て
お
り
、
そ
の
存
在
感
は

ま
さ
し
く
『
日
本
一
』
の
称
号

に
相
応
し
い
も
の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
の
調
査
で

は
、
昨
年
夏
の
台
風
の
猛
烈
な

風
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
、

大
ヒ
ノ
キ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

そ
び
え
て
い
た
白
骨
の
主
幹
が

無
残
に
も
倒
壊
し
、
大
変
残
念

な
痛
ま
し
い
姿
と
な
っ
て
立
っ

て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
に
国
有
林
野
事
業

が
こ
の
地
に
お
い
て
伐
採
事
業

を
始
め
た
と
き
に
は
す
で
に
こ

の
大
木
の
根
元
に
あ
っ
た
と
い

う
、
受
口
と
し
て
伐
ら
れ
た
斧

の
跡
が
今
で
も
く
っ
き
り
と

残
っ
て
い
ま
す
。

　

何
百
年
も
の
間
、
こ
の
山
の

中
で
一
歩
も
動
く
こ
と
な
く
度

重
な
る
台
風
や
落
雷
、
周
辺
の

伐
採
等
の
環
境
変
化
な
ど
に
も

耐
え
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
こ
の
大
ヒ
ノ
キ
も
終
焉
の
間

際
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
樹
脂
を
含
ん
だ
そ
の
大
き

な
根
株
か
ら
す
る
と
ま
だ
し
ば

ら
く
は
そ
の
堂
々
と
し
た
存
在

感
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
大
ヒ

ノ
キ
の
あ
た
り
に
は
、
ま
る
で

大
ヒ
ノ
キ
を
ご
神
木
と
し
て
守

護
す
る
か
の
よ
う
に
サ
カ
キ
が

周
囲
を
囲
ん
で
生
え
て
い
ま
す
。

　

高
幡
ヒ
ノ
キ
の
シ
ン
ボ
ル
的

存
在
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
こ
の

状
況
に
は
落
胆
し
て
い
ま
す
が

こ
こ
に
歴
史
を
刻
ん
だ
こ
の
大

ヒ
ノ
キ
が
あ
っ
た
こ
と
は
後
世

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

折
合
大
ヒ
ノ
キ

（
平
成
25
年
6
月
の
様
子
）

※
前
月
号
で
授
賞
の
写
真
が
掲
載
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

平成 26 年度四国森林・林業研究発表会
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